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平
成
二
十
九
年
度
　
大
学
院
生
活
動
状
況

　
　
　
　
　
　

平
成
二
十
九
年
度
に
お
け
る
神
道
学
・
宗
教
学
専
攻
学
生
会
会
員
の
研
究
業
績
一
覧

【
石
井
ゼ
ミ
】

菅　
　

直
子
（
Ｄ
４
）

　
　

学
会
発
表

　
　
　

�「〈
主
婦
〉
の
死
生
観
―
婦
人
雑
誌
『
主
婦
之
友
』
の
言
説
分
析
―
」（
日
本
宗
教
学
会
・
第
七
十
六
回
学
術
大
会
、
平
成

二
十
九
年
九
月
十
六
日
、
於
東
京
大
学
）

古
山　

美
佳
（
Ｄ
４
）

　
　

論
文

　
　
　

�「
ネ
ッ
ト
社
会
に
お
け
る
実
況
系
ネ
ッ
ト
ロ
ア
の
伝
播
と
活
用
―
「
口
裂
け
女
」
と
「
き
さ
ら
ぎ
駅
」
の
比
較
か
ら
―
」（『
國

學
院
大
學
大
學
院
紀
要
―
文
学
研
究
科
―
』
第
四
十
九
輯
、
國
學
院
大
學
大
学
院
、
平
成
三
十
年
）

　
　
　
「
幽
霊
表
象
と
メ
デ
ィ
ア
に
つ
い
て
」（『
神
道
研
究
集
録
』
第
三
十
二
輯
、
平
成
三
十
年
三
月
）

　
　

分
担
執
筆

　
　
　
「
八
丁
味
噌
」「
福
岡
醤
油
店
」（『
発
酵
・
醸
造
博
物
館
事
典
』、
國
學
院
大
學
博
物
館
学
研
究
室
、
平
成
三
十
年
三
月
）
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学
会
発
表

　
　
　

�「
怪
異
表
象
の
現
代
的
特
徴
に
つ
い
て
」（
日
本
宗
教
学
会
・
第
七
十
六
回
学
術
大
会
、
平
成
二
十
九
年
九
月
十
六
日
、
於
東
京

大
学
）

　
　
　

�「
怪
異
譚
と
死
者
の
表
象
に
関
す
る
一
考
察
」（
神
道
宗
教
学
会
・
第
七
十
一
回
学
術
大
会
、
平
成
二
十
九
年
十
二
月
三
日
、
於

國
學
院
大
學
）

富
澤　

明
久
（
Ｍ
２
）

　
　

分
担
執
筆

　
　
　
「
利
他
の
心
（
仮
題
）」（『
宗
教
と
社
会
貢
献
』、
平
成
三
十
年
十
月
刊
行
予
定
）

　
　
　
「
エ
リ
ー
ニ
・
ユ
ネ
ス
コ
協
会
の
活
動
と
あ
べ
の
」（『
阿
倍
野
の
文
化
と
創
造
性
』
平
成
三
十
年
三
月
）

　
　

雑
誌
掲
載

　
　
　

�「
フ
ィ
ー
ル
ド
に
学
び
あ
り
─
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
活
動
報
告
」（
教
育
開
発
推
進
機
構V

ol.18

、

平
成
三
十
年
二
月
）

　
　

研
究
発
表

　
　
　

�「
七
年
目
の
復
興
支
援
―
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
『
雄
勝
法
印
神
楽
の
復
興
』
か
ら
考
え
る
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
―
」

（「
平
成
二
十
九
年
度
共
存
学
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」、
平
成
二
十
九
年
九
月
九
日
、
於
國
學
院
大
學
）

　
　
　

�「
都
市
の
社
会
問
題
に
向
き
合
う
宗
教
者
と
支
援
活
動
―
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
か
ら
考
え
る
現
状
と
課
題
―
」（
儀
礼
文
化
学
会
・

平
成
二
十
九
年
度
第
二
回
研
究
会
、
平
成
三
十
年
二
月
二
十
四
日
、
於
明
治
記
念
館
）
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研
究
発
表
（
共
同
）

　
　
　

�「
ド
ヤ
街
と
宗
教
」（「
宗
教
と
社
会
貢
献
」
研
究
会
・
平
成
二
十
九
年
度
第
一
回
研
究
会
、
平
成
二
十
九
年
十
月
一
日
、
於
國

學
院
大
學
）

　
　
　

�「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
宗
教
」（「
宗
教
と
社
会
貢
献
」
研
究
会
・
平
成
二
十
九
年
度
第
二
回
研
究
会
、平
成
三
十
年
三
月
二
十
四
日
、

於
関
西
学
院
大
学
）

【
井
上
ゼ
ミ
】

山
﨑　

洋
史
（
Ｄ
４
）

　
　

共
著
出
版

　
　
　

�『
新
は
じ
め
て
学
ぶ
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
と
心
理
学
』「
知
る
こ
と
の
仕
組
み
認
知
・
記
憶
」「
人
と
人
と
の
間
―
対
人
関
係
」「
認

知
行
動
療
法
」（
学
文
社
、
平
成
二
十
九
年
四
月
）

　
　

分
担
執
筆

　
　
　

�「
子
ど
も
の
言
い
分
が
食
い
違
う
と
き
―
―
ト
ラ
ブ
ル
対
応
の
と
き
に
」（
子
ど
も
の
話
を
ど
う
聴
く
か
、
ど
う
受
け
止
め
る
か

―
認
知
フ
レ
ー
ム
）（『
児
童
心
理
』
二
〇
一
七
年
一
〇
月
号
、
金
子
書
房
、
平
成
二
十
九
年
九
月
）

　
　

学
会
発
表

　
　
　

�「
宗
教
観
が
青
年
期
適
応
に
及
ぼ
す
影
響
」（
日
本
宗
教
学
会
・
第
七
十
六
回
学
術
大
会
、
平
成
二
十
九
年
九
月
十
六
日
、
於
東

京
大
学
）
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吉
田　

尚
文
（
Ｄ
３
）

　
　

論
文

　
　
　
「
五
井
昌
久
に
お
け
る
「
霊
界
」
思
想
の
形
成
」（『
國
學
院
雜
誌
』
第
一
一
九
巻
第
一
号
、
平
成
三
十
年
一
月
）

　
　

学
会
発
表

　
　
　

�「
白
光
真
宏
会
・
五
井
昌
久
に
よ
る
平
和
運
動
の
思
想
的
特
徴
」（
日
本
宗
教
学
会
・
第
七
十
六
回
学
術
大
会
、
平
成
二
十
九
年

九
月
十
六
日
、
於
東
京
大
学
）

　
　
　

�「
白
光
真
宏
会
・
五
井
昌
久
の
平
和
主
義
―
日
本
山
妙
法
寺
・
藤
井
日
達
と
比
較
し
て
―
」（
神
道
宗
教
学
会
・
第
七
十
一
回
学

術
大
会
、
平
成
二
十
九
年
十
二
月
三
日
、
於
國
學
院
大
學
）

【
遠
藤
ゼ
ミ
】

松
井
真
姫
子
（
Ｍ
２
）

　
　

研
究
発
表

　
　
　

�「
寺
社
を
結
ぶ
龍
神
行
列
―
現
代
の
地
域
信
仰
と
祭
り
―
」（
第
四
回
南
開
大
学
・
國
學
院
大
學
大
学
院
生
・
若
手
研
究
者
学
術

フ
ォ
ー
ラ
ム�

東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
国
際
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム�
平
成
二
十
九
年
十
一
月
四
日
、
於
南
開
大
学
）
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【
岡
田
ゼ
ミ
】

木
村　

大
樹
（
Ｄ
３
）

　
　

論
文

　
　
　
「
班
幣
行
事
の
復
原
的
考
察
」（『
國
學
院
大
學
大
学
院
紀
要
―
文
学
研
究
科
―
』
第
四
十
九
輯
、
平
成
三
十
年
三
月
）

　
　
　

�「
天
皇
と
斎
王
の
祭
祀
構
造
に
関
す
る
一
考
察
―
「
戸
座
」
の
位
置
付
け
を
手
が
か
り
に
―
」（『
神
道
研
究
集
録
』
第
三
十
二
輯
、

平
成
三
十
年
三
月
）

　
　

学
会
発
表

　
　
　

�「
天
皇
と
斎
王
の
祭
祀
構
造
―
「
戸
座
」
の
位
置
付
け
を
手
が
か
り
に
―
」（
神
道
宗
教
学
会
・
第
七
十
一
回
学
術
大
会
、
平
成

二
十
九
年
十
二
月
三
日
、
於
國
學
院
大
學
）

塩
川　

哲
朗
（
Ｄ
３
）

　
　

論
文

　
　
　
「
古
代
御
饌
殿
祭
祀
の
基
礎
的
考
察
」（『
神
道
史
研
究
』
第
六
五
巻
第
一
号
、
平
成
二
十
九
年
四
月
）

　
　
　
「
古
代
祈
年
祭
の
祭
祀
構
造
に
関
す
る
一
考
察
」（『
神
道
宗
教
』
第
二
四
七
号
、
平
成
二
十
九
年
七
月
）

　
　
　
「
鎮
魂
祭
の
祭
祀
構
造
に
関
す
る
一
考
察
」（『
神
道
研
究
集
録
』
第
三
十
二
輯
、
平
成
三
十
年
三
月
）

　
　

学
会
発
表

　
　
　

�「
古
代
伊
勢
神
宮
祭
祀
の
基
本
構
造
」（
神
道
宗
教
学
会
・
第
七
十
一
回
学
術
大
会
、
平
成
二
十
九
年
十
二
月
三
日
、
於
國
學
院

大
學
）
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山
口　

祐
樹
（
Ｄ
２
）

　
　

論
文

　
　
　
「
古
代
伊
勢
神
宮
に
お
け
る
「
御
鎰
」
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」（『
神
道
研
究
集
録
』
第
三
十
二
輯
、
平
成
三
十
年
三
月
）

　
　

学
会
発
表

　
　
　

�「
古
代
伊
勢
神
宮
に
お
け
る
「
御
鎰
」
に
つ
い
て
」（
神
道
宗
教
学
会
・
第
七
十
一
回
学
術
大
会
、
平
成
二
十
九
年
十
二
月
三
日
、

於
國
學
院
大
學
）

島
崎　

千
里
（
Ｄ
１
）

　
　

学
会
発
表

　
　
　

�「
東
国
に
お
け
る
御
霊
信
仰
の
一
考
察
」（
神
道
史
学
会
・
第
六
十
三
回
大
会
、
平
成
二
十
九
年
六
月
四
日
、
於
皇
學
館
大
學
）

針
谷　

武
文
（
Ｍ
２
）

　
　

資
料
紹
介

　
　
　
「『
武
田
流
草
鹿
起
源
書
全
』」（
儀
礼
文
化
学
会
編
『
儀
礼
文
化
紀
要
』
四
号
、
平
成
三
十
年
三
月
）

　
　

分
担
執
筆

　
　
　

�「
青
森
県
」（『
近
代
建
築
利
用
博
物
館
事
典
（
続
）』、
國
學
院
大
學
博
物
館
研
究
室
、
平
成
二
十
九
年
三
月
）

　
　
　

�「
展
示
の
策
定　

Ｃ
班
パ
ネ
ル
作
成
」（『
特
別
展
「
和
鏡
の
文
化
史
」』
図
録
、國
學
院
大
學
博
物
館
研
究
室
平
成
三
十
年
三
月
）

　
　

学
会
発
表

　
　
　

�「
流
鏑
馬
武
田
流
に
お
け
る
草
鹿
式
の
考
察
」（
儀
礼
文
化
学
会
・
平
成
二
十
九
年
度
第
一
回
研
究
会
、
平
成
二
十
九
年
七
月
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二
十
二
日
、
於
儀
礼
文
化
学
会
研
修
室
）

　
　
　

�「
狩
猟
神
事
に
お
け
る
草
鹿
式
の
考
察
―
武
家
儀
礼
と
の
関
わ
り
に
注
目
し
て
」（
神
道
宗
教
学
会
・
第
七
十
一
回
学
術
大
会
、

平
成
二
十
九
年
十
二
月
三
日
、
於
國
學
院
大
學
）

【
阪
本
ゼ
ミ
】

 

永
田　

昌
志
（
Ｄ
１
）

　
　

論
文

　
　
　
「
富
士
山
頂
に
お
け
る
神
仏
分
離
―
宍
野
半
と
小
沢
彦
遅
を
中
心
に
―
」（『
神
道
研
究
集
録
』
第
三
十
二
輯
、平
成
三
十
年
三
月
）

　
　

学
会
発
表

　
　
　

�「
扶
桑
教
の
基
礎
的
研
究
―
扶
桑
教
々
規
を
中
心
に
―
」（
神
道
宗
教
学
会
・
第
一
回
研
究
例
会
、
平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
四

日
、
於
國
學
院
大
學
）

【
笹
生
ゼ
ミ
】

風
早　

康
惠
（
Ｍ
２
）

　
　

論
文

　
　
　
「
大
嘗
祭
に
お
け
る
「
神
の
坐
」
の
研
究
」（『
禮
典
』
第
四
十
二
号
、
禮
典
研
究
会
、
平
成
三
十
年
三
月
）
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根
岸
有
希
子
（
Ｍ
２
）

　
　

研
究
発
表

　
　
　

�「
嗣
子
・
狛
犬
の
成
立
と
史
的
背
景
」（
第
四
回
南
開
大
学
・
國
學
院
大
學
大
学
院
生
・
若
手
研
究
者
学
術
フ
ォ
ー
ラ
ム　

東
ア

ジ
ア
文
化
研
究
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
平
成
二
十
九
年
十
一
月
四
日
）

笹
村　

和
子
（
Ｍ
１
）

　
　

書
評

　
　
　

�「
祭
礼
で
読
み
解
く
歴
史
と
社
会　

春
日
若
宮
お
ん
祭
の
九
〇
〇
年
」
山
川
出
版
社　

二
〇
一
六
年
十
一
月
刊
（『
神
道
研
究
集

録
』
第
三
十
二
輯
、
平
成
三
十
年
）

【
西
岡
ゼ
ミ
】

久
保　

隆
司
（
Ｄ
３
）

　
　

学
会
発
表

　
　
　

�「
山
崎
闇
斎
の
神
学
に
お
け
る
『
日
本
書
紀
』
神
代
巻
の
構
造
と
解
釈
の
一
考
察
」（
日
本
宗
教
学
会
・
第
七
十
六
回
学
術
大
会
、

平
成
二
十
九
年
九
月
十
六
日
、
於
東
京
大
学
）

大
番　

彩
香
（
Ｄ
１
）

　
　

新
刊
紹
介

　
　
　

�「
新
刊
紹
介
『
鎮
守
の
森
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
２　

神
葬
祭　

そ
の
歴
史
を
探
る
』」（『
神
社
新
報
』
第
三
号
三
五
五
、
平
成
二
十
九
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年
六
月
五
日
付
）

　
　

学
会
発
表

　
　
　
「『
葬
祭
略
式
』
再
考
」（
日
本
宗
教
学
会
・
第
七
十
六
回
学
術
大
会
、
平
成
二
十
九
年
九
月
十
六
日
、
於
東
京
大
学
）

　
　
　

�「「
自
葬
」
と
「
神
葬
祭
」
―�

『
葬
祭
略
式
』
を
中
心
に
―
」（
神
道
宗
教
学
会
・
第
七
十
一
回
学
術
大
会
、
平
成
二
十
九
年

十
二
月
三
日
、
於
國
學
院
大
學
）

庄
野　

啓
太
（
Ｄ
１
）

　
　

学
会
発
表

　
　
　

�「『
日
本
書
紀
』
一
書
の
記
紀
神
話
的
読
み
に
つ
い
て
」（
神
道
宗
教
学
会
・
平
成
二
十
九
年
度
研
究
例
会
、
六
月
二
十
四
日
、

於
國
學
院
大
學
）

　
　
　

�「
神
代
紀
に
お
け
る
本
書
と
一
書
の
差
異
・
矛
盾
に
つ
い
て
―
伊
奘
諾
尊
・
伊
奘
冉
尊
の
所
伝
を
中
心
に
―
」（
神
道
宗
教
学
会
・

第
七
十
一
回
学
術
大
会
、
平
成
二
十
九
年
十
二
月
三
日
、
於
國
學
院
大
學
）

大
貫　

大
樹
（
Ｍ
１
）

　
　

学
会
発
表

　
　
　

�「
宝
暦
事
件
の
一
視
点
―
竹
内
式
部
の
思
想
と
公
家
門
弟
を
中
心
に
―
」（
神
道
宗
教
学
会
・
第
七
十
一
回
学
術
大
会
、
平
成

二
十
九
年
十
二
月
三
日
、
於
國
學
院
大
學
）




